
７月 6 日(金)～７月 12 日(木)    松下幸之助一日一話          ＰＨＰ研究所編 

System Consultant Wave  

７月６日（金）社長はお茶くみ業 

戦後、世間一般の風潮として、社長の言うことだからと

いって、それがスッと聞かれるというわけにはいかなくな

った。だから形の上では命令することがあっても、実質は

お願いするという気持を心の内に持たなくては、社長の職

責がつとまらなくなったわけである。 

そういう心持になったなら、社員の人が仕事をしてくれ

れば「いやどうもありがとう、ほんとうにごくろうさま、

まあお茶でも一杯」ということにもなる。そういうことか

ら、以前私は、社長は“お茶くみ業”だと考え、人にも話

したことがある。もちろん実際にお茶くみをするわけでは

ないが、そういう心持になることが大切ではないかという

ことである。 

 

７月７日（土）信ずることと理解すること 

繁栄、平和、幸福をより早く、より大きく生むためには、

信ずることと理解すること――この二つを全うしてゆか

なければなりません。というのは信を誤らないためには、

理解を正しく働かさなければなりません。理解を捨てると、

迷信に陥りやすく、また理解だけで信ずる心がなければ信

念に弱きを生じてしまうからです。 

では信と解を全うしてゆくにはどうすればよいか。それ

にはまず素直な心になることです。正しい理解も素直な心

から生まれてきますし、信ずることも素直な心から高まっ

てくると思います。心が素直であって、信と解がともに高

まれば、あらゆる場合に適切な働きができるようになると

思います。 

 

７月８日（日）欠点を知ってもらう 

上に立つ人は、自分の欠点をみずから知るとともに、そ

れを部下の人たちに知ってもらい、それをカバーしてもら

うようにすることが大事だと思う。部下の人が全知全能で

ないごとく、上に立つ人とても完全無欠ではない。部下の

人よりは欠点は少ないかも知れないが、それでも何らかの

欠点を持たないという人はいないだろう。 

その欠点多き上司が自分の知恵、自分の力だけで仕事を

すすめていこうとすれば、これは必ずといっていいほど失

敗するだろう。 

 やはり、自分の欠点を部下の人に知ってもらい補っても

らってこそ、はじめて上司としての職責が全うできるので

ある。 

 

７月９日（月）自己資金での経営 

商店、会社というものは、本当は借金をせずして自己資

金の範囲で経営しなければならないと思います。 

と言っても、そうするにはそれだけのものを儲けなけれ

ばならないわけですから、なかなか容易なことではありま

せん。ただ高く売るのではお客様は買ってくださらない。

原価を引き下げるとか、お客様にキメこまかいサービスを

するということに成功するより仕方がありません。それに

成功するならばお客様に喜んでいただきつつ、自分も適正

に働け、そして経営の体質も改善されてくるでしょう。自

己資金での経営に徹するという決心があれば、それは必ず

可能だと思うのです。 

 

７月１０日（火）おとなの責任 

 現代の青年は夢がないとか、生きがいを見失っていると

か言うけれども、それは青年自身の問題ばかりでなく、社

会の問題、おとなの問題とも言えるのではないだろうか。

つまり、おとなというか、その国、その政治が青年たちに

生きがいを持たすようにしていない。夢を与えていない。

使命観を与えていないのである。 

 たとえ同じ仕事をするにしても、そのことの意義とか価

値というものをはっきりと自覚させられ、教えられていな

いから、迷ったり不平を持って、やがては現代の社会をの

ろうようにもなるわけであろう。 

 そこに今日の日本の根本の問題があるのではないかと

思う。 

 

７月１１日（水）礼儀作法は潤滑油 

私は礼儀作法というものは、決して堅苦しいものでも、

単なる形式でもないと思います。それはいわば、社会生活

における“潤滑油”のようなものと言えるのではないでし

ょうか。 

職場では、性格や年齢、ものの考え方など、いろいろな

面で異なる人びとが相寄って仕事をしています。そのお互

いの間をなめらかに動かす役割を果たすのが礼儀作法だ

と思うのです。 

ですから、礼儀作法というものは、当然、心のこもった

ものでなければなりませんが、心に思っているだけでは潤

滑油とはなり得ません。やはり形に表わし、相手に伝わり

やすくし、心と形の両面があいまった適切な礼儀、作法で

あってこそ、はじめて生きてくると思うのです。 

 

７月１２日（木）みずからをつかむ 

人それぞれに顔、かたちが違うように、人間は誰しも、

一人ひとり違った素質、才能を持っている。ただそれらは、

顔を鏡にうつすごとくには表面に出にくい。 

しかし、そういう自分の素質とか才能というものを自分

でハッキリとつかみ、そしてそれを日々の活動に、ひいて

は人生に生かすことができたら、どれだけ人間としての喜

びに満ちた生活が営まれ、人生の妙味というものを味わう

ことができるだろうか。 

一人ひとりが他と違ったものを持ち、そして日々新たに

発展していく。そこには苦しみもあろうが、何物にもかえ

がたい喜びもあるはずである。 


